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答

弁

第

二

六

号 

   

衆
議
院
議
員
安
藤
巖
君
提
出
新
幹
線
騒
音
公
害
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
一
四
第
二
六
号 

平
成
元
年
六
月
十
三
日 

衆

議

院

議

長 
田 

村 
 

元 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

宇 

野 

宗 

佑 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
安
藤
巖
君
提
出
新
幹
線
騒
音
公
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
区
間
に
お
け
る
新
幹
線
鉄
道
騒
音
対
策
に
つ
い
て
は
、
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
二
十
八
日
付
け
の
和
解
協
定
書
の
内
容
等
を
踏
ま
え
つ
つ
最
大
限
の
努
力
を
す
る
方
針
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
対
策
を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
す
る
も
の
と
し
、
東
海
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
に
対
し
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 




